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山
陰
自
動
車
道

（
は
わ
い
～
大
栄
東
伯
）

だ
い
え
い
と
う
は
く

東
部

倉
吉
市
か
ら
鳥
取
へ

年
間
平
均
1
7
件

鳥
取
大
医

学
部
附

属
病
院

倉
吉

市
か

ら
米

子
へ

年
間
平
均
5
0
件

6
0
分

圏
域

将
来
道
路
網
に
よ
る
拡
大
エ
リ
ア

第
三
次
救
急
医
療
施
設

図
5

第
三
次
救
急
医
療
施
設
6
0
分
カ
バ
ー
圏

西
部

中
部

鳥
取

県
立

中
央

病
院

資
料
/H
2
2国

調
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
(総

務
省
)

※
規
制
速
度
を
用
い
て
算
出

※
人
口
は
H
2
2
国
調
メ
ッ
シ
ュ
デ
ー
タ
を
使
用

※
倉
吉
市
か
ら
の
搬
送
件
数
は
Ｈ
19
～
2
7平

均

③
広

域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

連
続

性
の

欠
如

○
鳥

取
県

内
で
は

高
速

道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

連
続

性
が

欠
如

し
て
お
り
、
東

西
方

向
の

連
携

強
化

の
支

障
と
な
っ
て
い
る
。

３
．
政

策
目

標

１
．
当

該
地

域
の

課
題

２
．
原

因
分

析

④
県
内
の
観
光
周
遊
へ
の
支
障

○
鳥

取
県

東
部

地
域

及
び
西

部
地

域
の

観
光

入
込

客
数

は
増

加
し
て
い
る
が

、
中

部
地

域
は

東
部

、
西

部
地

域
と
比

べ
伸

び
悩

ん
で
い
る
。
(図
3,
4)

山
陰

自
動

車
道

（
は

わ
い
～

大
栄

東
伯

）
に
お
け
る
計

画
段

階
評

価
だ
い

え
い

と
う

は
く

①
安
全
性
の

向
上

②
通
行
止
め
時

に
機

能
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

確
保

③
産
業
の
活

性
化

④
観
光
振
興

の
促

進

⑤
救
急
医
療
機
関
へ
の
速
達
性
、
確
実
性
の
確
保

○
は

わ
い
～

大
栄

東
伯

区
間

で
は

、
死

亡
事

故
が

1件
/年

の
頻

度
で
発

生
。
死

亡
事

故
率
が
1.
49

件
/億

台
キ
ロ
と
高

い
。
(図
1)

①
交
差
点
部
で
多
発
す
る
死
傷
事
故
と

高
い
死
亡
事
故
率

④
自
動
車
交
通
に
依
存
し
た
地
域
特
性

○
県

外
客

観
光

行
動

は
自

動
車

へ
の

依
存

が
強

く
、
約
7割

が
自
動

車
を
利

用
し
て
お
り
、
高

速
道

路
が

連
続

し
て
い
な
い
鳥

取
県

中
部

地
域

は
来

訪
し
づ
ら
い
地

域
と
な
っ
て
い
る
。

○
ま
た
、
高

速
バ

ス
な
ど
に
よ
る
ツ
ア
ー
も
ア
ク
セ
ス
性

の
低

さ
か

ら
中

部
地

域
へ

の
ツ
ア
ー
が
組

め
ず
、
観
光
客

の
誘
致

が
困
難
と

な
っ
て
い
る
。

1.
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1.
0

1.
2

1.
4

1.
6

国
道
9号

（
は
わ
い
～

大
栄
東
伯

間
）

国
道
9号

鳥
取
県

内

全
線

[件
/億

台
キ
ロ
]

全
国

平
均

０
．
５
８
件
/億

台
ｷ
ﾛ

死
亡

事
故

率
が

全
国

平
均

（
0.
58

件
/億

台
ｷ
ﾛ
）

の
約
3倍

図
1

道
路

別
の

交
通

死
亡
事
故
率

資
料
/
IT
A
R
D
A
デ
ー
タ
（
H
2
3
～

2
6
)

⑤
高

次
医

療
サ

ー
ビ
ス
に
格

差
○
鳥
取
県
の
中
部
地
域
は
、
第

三
次
医

療
施
設
が
存
在
せ
ず
、
西

部
地
域

の
鳥
取

大
学
医

学
部

附
属

病
院

や
東
部
地
域

鳥
取

県
立

中
央

病
院

ま
で
年

間
約
7
0
件

程
度
の
管
外
搬
送
が
発
生
。
ま
た
、
中
部

地
域

の
人

口
の

う
ち
約

１
６
％

が
第

３
次

医
療

施
設

へ
6
0
分

以
内

に
到

達
で
き
な

い
状

況
。
(図

5
)

③
産

業
活

動
・
企

業
立

地
の

促
進

へ
の

支
障

○
鳥
取
県
で
は
、
高
速
道
路

ﾈ
ｯ
ﾄﾜ

ｰ
ｸ
の
整

備
に
伴

い
、
新
た
な
企
業

進
出

や
雇
用
が
増
加
。
鳥
取
県
中
部
に
は

、
工
業
団

地
が
存

在
す
る
も
、
東

部
・
西

部
と
比

較
し
て
伸

び
悩

ん
で
い
る
。
(図
2)

図
3

鳥
取
県
の
観
光
入
込
客
数
の
推

移

②
頻

繁
に
発

生
す
る
通

行
止

め
が

経
済

活
動

に
支

障
○

通
過

交
通

が
約

６
割

を
占

め
る
な
ど
、
多

く
の

物
流
活

動
に
利

用
さ
れ

て
い
る
が

、
事

故
に
よ

る
通

行
止

め
が

4
年

間
に
1
0
回

発
生

。
全

面
通

行
止

め
が

約
6
時

間
に
及

ぶ
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

資
料
/
鳥
取

県
観

光
入

込
動

態
調

査
結

果
（

鳥
取

県
）

※
西
部
に
境
港
周
辺
は
含
め
な
い

①
速
度
の
バ
ラ
ツ
キ
や
低
速
車
の
影
響
を
受
け
る
区
間

⑤
高

速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

遅
れ

が
広

域
搬

送
に
支

障
○
中
部
地
域
で
は
、
高
速

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
繋

が
っ
て
い
な
い
た
め
、
域
外

の
第
三

次
救
急

医
療
施

設
へ
の

搬
送
に
支

障
が

生
じ
て
い
る
。
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東
部

中
部

西
部

中
部

は
低

い
推

移
東

伯
・中

⼭
道

路
H
2
3
.2

開
通

姫
路
鳥
取
線

H
2
5
.3
開

通

（
出
典
）
鳥
取
県
商
工
労
働
部

立
地
戦
略
課

中
山
・
名
和
道
路

名
和
・
淀
江
道
路

H
2
5
.1
2
開

通

図
2
新
規
雇
用
者
の
推
移

※
旅

行
速

度
は

平
日
7:
00

～
19
:0
0に

お
け
る
旅
行
速
度
の
上
下
値
を
記

載

図
6

走
行

速
度

の
分

布

【
旅

行
ツ

ア
ー

会
社

の
声

（
H
2
4
年

度
ヒ

ア
リ
ン

グ
調

査
）

】

・
大

阪
か

ら
の

バ
ス

ツ
ア

ー
の

場
合

、
片

道
3
.5

 時
間

の
た

め
、

鳥
取

市
周

辺
は

圏
内

で
あ

る
が

、
中

部
地

域
は

少
し

厳
し

い
。

・
国

道
9
 号

に
よ

る
東

西
の

移
動

は
時

間
を

要
し

、
東

部
～

中

部
～

西
部

の
周

遊
的

な
ツ

ア
ー

が
組

め
な

い
状

況
に

あ
る

。

（
関

西
の

旅
行

会
社

の
方

よ
り
）

図
7
国
道
9
号
を
通
過
す
る
大
型
車

H
2
4
年
度

迄
に

開
通

H
2
5
年
度

迄
に
開

通

大
山
周
辺

鳥
取

砂
丘

・
い
な
ば

温
泉

郷
周

辺

八
頭

三
徳
山
三
佛
寺

三
朝
温
泉

白
壁
土
蔵
群
・
赤
瓦

青
山

剛
昌

ふ
る
さ
と
館

コ
ナ
ン
通
り

米
子
・
皆
生
温
泉
周
辺

図
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鳥
取

県
の

観
光

・
企

業
活
動

の
変
化

（H
27
/H
18

）

西
部

推
移

観
光
入
込
客
数

＋
5
％

中
部

推
移

観
光

入
込

客
数

-
4
％

高
速

道
路

を
利

用
し
た
交

流
ル

ー
ト

東
部

推
移

観
光

入
込

客
数

＋
3
2
％

○
当

該
区

間
は

、
青

谷
・
羽

合
道

路
、
東

伯
・
中

山
道

路
の

山
陰

道
（
自

専
道

）
に
挟

ま
れ

て
お
り
、
速

度
が

高
い
車

両
と
、

沿
道

や
周

辺
を
発

着
す
る
速

度
が

低
い
車

両
が

混
在

し
て
い
る
。
速

度
の

ば
ら
つ
き
が

大
き
く
、
事

故
の

発
生

要
因

と
な
っ

て
い
る
。
(図
6,
7)

②
通

行
止

め
時

の
代

替
機

能
が

不
十

分
○

主
要

な
幹

線
道

路
が

国
道

9
号

し
か

な
い
た
め
、
通

行
止

め
に
な
っ
た
場

合
は

事
業

活
動

に
影

響
が

あ
る
。
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%
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５
つ
の

政
策

目
標

「
①

安
全
性

の
向
上

」
「
②
救

急
医
療

機
関
へ

の
速
達

性
、
確
実

性
の
確

保
」
「
③

産
業
の

活
性
化

」
「
④
観

光
振
興

の
促
進

」
「
⑤
通

行
止
め
時
に
機
能
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
代
替
性
）
の
確
保
」
と
、
「
環
境
面
」
「
ア
ク
セ
ス
性
」
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

「
経

済
性

」
か

ら
評

価
項

目
を
設
定

。
４
．
対

策
案

の
検

討

対
応
方
針

は
わ

い
～

大
栄
東
伯
間
全
線
に
自
動
車
専
用
道
路
を
計
画
し
、
安
全
性
、
定
時
性
の
高
い
高
速
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
。

（
理
由
）

現
道
の
改
良
＋
自
動
車
専
用
道
路
と
す
る
案
に
比
べ
、
長
距
離
交
通
と
地
域
内
交
通
の
分
離
に
よ
り

安
全
性
が
向
上
す
る
こ
と
、
東
西
の
高
速
道
路
と
連
続
す
る
こ
と
で
定
時
性
が
確
保
で
き
る
こ
と
、
交
差
点

で
の
減
速
・
停
止
に
よ
る
事
故
の
可
能
性
が
低
く
な
る
こ
と
等
の
面
で
優
れ
て
い
る
。

（
案

１
）

現
道

改
良

＋
⾃

動
⾞

専
⽤

道
路

案
（

案
２

）
全

線
 ⾃

動
⾞

専
⽤

道
路

案
現

国
道

9号
（

⼀
般

道
）

の
改

良
と⾃

動
⾞

専
⽤

道
路

（
既

存
計

画
活

⽤
）

とす
る

案
全

線
⾃

動
⾞

専
⽤

道
路

とす
る

案

現
国

道
９

号
改

良
区

間
は

沿
道

か
らの

出
⼊

りが
あ

る
平

⾯
の

⼀
般

道
既

存
計

画
区

間
は

80
km

/h
で

⾛
⾏

で
きる

⾃
動

⾞
専

⽤
道

路
80

km
/h

で
⾛

⾏
で

き
る⾃

動
⾞

専
⽤

道
路

事
故

が
発

⽣
す

る可
能

性
・危

険
性

事
故

が
発

⽣
す

る
可

能
性

が
や

や
⾼

い
事

故
が

発
⽣

す
る

可
能

性
は

低
い

⻑
距

離
交

通
と地

域
内

交
通

の
混

在
具

合
混

在
す

る
分

離
され

る
救

急
医

療
機

関
へ

の
速

達
性

、確
実

性
の

確
保

琴
浦

町
か

ら⿃
取

県
⽴

厚
⽣

病
院

（
倉

吉
市

）
ま

で
の

所
要

時
間

少
し短

縮
す

る
案

１
と⼤

き
な

違
い

は
な

い
境

港
へ

の
アク

セ
ス

時
間

（
⿃

取
市

〜
境

港
ま

で
）

少
し短

縮
す

る
案

１
と⼤

き
な

違
い

は
な

い
企

業
誘

致
へ

の
貢

献
　（

⼯
業

団
地

（
東

園
稲

場
⼯

業
団

地
）

か
ら最

寄
りI

Cま
で

の
距

離
）

現
況

と同
じ

IC
の

増
設

に
より

、最
寄

りの
IC

ま
で

の
距

離
短

縮
が

可
能

産
業

・物
流

交
通

の
⾛

⾏
性

交
差

点
が

残
る

た
め

⾛
⾏

性
は

劣
る

⾃
動

⾞
専

⽤
道

路
に

よる
別

線
とな

るた
め

⾛
⾏

性
は

良
い

観
光

振
興

の
促

進
主

要
観

光
地

へ
の

⽴
寄

りや
す

さ
現

況
と同

じ
IC

の
増

設
に

より
、最

寄
りの

IC
ま

で
の

距
離

短
縮

が
可

能
通

⾏
⽌

め
時

に
機

能
す

る
ネ

ット
ワ

ー
ク

の
確

保
通

⾏
⽌

め
の

可
能

性
や

迂
回

の
必

要
性

県
道

（
⽣

活
街

路
）

へ
の

迂
回

が
必

要
とな

る
国

道
９

号
現

道
と⾃

動
⾞

専
⽤

道
路

の
相

互
に

迂
回

利
⽤

が
可

能
⽣

活
環

境
へ

の
影

響
（

⽥
畑

の
分

断
等

）
現

況
と同

じ
現

況
と同

じ
⽇

本
海

の
眺

望
・⾃

然
環

境
へ

の
影

響
影

響
は

少
な

い
影

響
は

案
１

より
わ

ず
か

に
多

い
集

落
・市

街
地

・主
要

施
設

等
との

ア
ク

セ
ス

集
落

や
市

街
地

部
・主

要
施

設
な

どへ
の

連
絡

性
現

況
と同

じ
IC

の
増

設
に

より
、最

寄
りの

IC
ま

で
の

距
離

短
縮

が
可

能
⻑

距
離

交
通

と地
域

内
交

通
の

混
在

具
合

混
在

す
る

分
離

され
る

交
差

点
等

に
よる

停
⽌

・減
速

の
可

能
性

⼀
般

道
の

た
め

沿
道

か
らの

出
⼝

(交
差

点
)は

残
存

し
、

停
⽌

・減
速

の
可

能
性

は
残

る
交

差
点

が
な

くな
る

た
め

、信
号

に
よる

停
⽌

は
な

い

広
域

ネ
ット

ワー
クと

し
て

の
機

能
広

域
交

通
ネ

ット
ワー

クと
して

の
定

速
性

に
劣

る
広

域
交

通
ネ

ット
ワー

クと
して

の
定

速
性

は
確

保
され

る
⼯

事
の

期
間

短
い

案
１

よ
り⻑

い
⼯

事
に

よる
通

⾏
規

制
の

多
少

多
い

少
な

い
建

設
に

要
す

費
⽤

約
17

0~
22

0億
円

約
30

0~
35

0億
円

維
持

管
理

の
⽐

較
舗

装
補

修
、交

通
安

全
(事

故
対

策
)、

巡
回

、除
雪

 等
案

１
と⼤

き
な

違
い

は
な

い
移

転
が

必
要

とな
る家

屋
の

数
な

ど
存

在
しな

い
わ

ず
か

に
存

在
す

る

「ル
ー

ト帯
選

定
に

あ
た

っ
て

考
慮

す
べ

きポ
イン

ト」
に

対
す

る
評

価

⽣
活

環
境

・⾃
然

環
境

の
保

全
・調

和

広
域

ネ
ット

ワ
ー

ク
とし

て
の

機
能

経
済

性
へ

の
配

慮

「政
策

⽬
標

」に
対

す
る

評
価

安
全

性
の

向
上

産
業

の
活

性
化

評
価

の
項

⽬

ル
ー

ト帯
の

概
要山
陰

自
動

車
道

（
は

わ
い
～

大
栄

東
伯

）
に
お
け
る
計

画
段

階
評

価

（
参
考
）
当
該
事
業
の
経
緯

通
省
技
監
、
道
路
局
長
に
要
望

■
地
元
調
整
の
状
況

・
H
2
5
年

1
1
月

：
計
画
段
階
評
価
着
手
（
第
1
回
中
国
地
方
小
委
員
会
）

・
H
2
6
年

1
月

：
第
1
回
ア
ン
ケ
ー
ト
（
1
/
2
3
～
2
/
7
）

・
H
2
6
年

6
月

：
第
2
回
中
国
地
方
小
委
員
会

・
H
2
6
年

9
月

：
第
2
回
ア
ン
ケ
ー
ト
（
9
/
1
8
～
1
0
/
2
4
）

・
H
2
7
年

6
月

：
中
国
地
方
小
委
員
会
に
お
い
て
対
応
方
針
(案

)(
ル
ー
ト
と
し
て
案
2
を
選
定
す
る
等
)を

妥
当

と
判

断

■
計
画
段
階
評
価
後
の
状
況

・
H
2
9
年

2
月

都
市
計
画
決
定
：
告
示

■
地
域
の
要
望
な
ど

・
H
2
8
年

1
月

：
鳥

取
県

知
事

が
早

期
整

備
を
国

土
交

通
省

に
要

望
・
H
2
8
年

5
月

：
鳥

取
県

知
事

が
早

期
整

備
を
国

土
交

通
省

に
要

望
・
H
2
8
年

7
月
：
鳥
取
県
知
事
が
早
期
整
備
を
国
土
交
通
省
、
財
務
省
に
要
望

・
H
2
8
年

8
月

：
北

条
道

路
整

備
促

進
期

成
会

が
早

期
整

備
を
国

土
交

通
省

に
要

望
・
H
2
8
年
1
1
月

：
鳥

取
県

知
事

が
早

期
整

備
を
石

井
国

土
交

通
大

臣
に
要

望
・
H
2
8
年
1
1
月
：
北
条
道
路
整
備
促
進
期
成
会
が
早
期
整
備
を
国
土
交
通
省
、
財
務
省
に
要
望

・
H
2
8
年
1
1
月

：
鳥

取
県

知
事

が
早

期
整

備
を
藤

井
国

土
交

通
政

務
官

に
要

望
・
H
2
9
年

1
月
:
鳥
取
県
知
事
が
平
成
2
9
年

度
新

規
事

業
化

要
望

を
国

土
交

通
省

に
要

望
・
H
2
9
年

2
月

：
北

条
道

路
整

備
促

進
期

成
会

が
早

期
整

備
を
国

土
交

通
大

臣
及

び
国

土
交

通
省

政
務
官
に
要
望

図
１
０

当
該

地
域

に
お
け
る
対

策
案

検
討

だ
い

え
い

と
う

は
く

2



鳥
取
県
立
中
央
病
院

山
陰

自
動

車
道

（
北

条
道

路
）

ほ
う
じ
ょ
う

鳥
取
大
学
医
学
部
附
属
病
院

6
0
分

圏
域

将
来

道
路

網
に
よ
る
拡

大
エ
リ
ア

第
三

次
救

急
医

療
施

設

051015202530

H1
8

H2
0

H2
2

H2
4

H2
6

新 規 雇 用 者 （ 百 人 ） ※ 累 積

東
部

中
部

西
部

国
道

９
号

山
陰

自
動

車
道

（
北

条
道

路
）区

間

青
谷
・
羽
合
道
路

は わ い Ｉ Ｃ

大 栄 東 伯 Ｉ Ｃ

東
伯
・
中
山
道
路

国
道
９
号

国
道
９
号

死
亡
事
故
率
：
0.
45

件
/億

台
㌔

死
亡
事
故
率
：
0.
18

件
/億

台
㌔

死
亡
事
故
率
：
0件

/億
台
㌔

死
亡
事
故
率
：
0件

/億
台
㌔

死
亡

事
故

率
：
1.
49

件
/億

台
㌔

凡
例

：
死
亡
事
故
（
H2
3～

H2
6）

図
４

当
該

区
間

に
お
け
る
事

故
発

生
状

況
と
旅

行
速

度

は
わ

い
～

大
栄

東
伯
区

間
周
辺

の
死

亡
事

故
発

生
状

況
（
H
2
3～

H
26
）

○
死
亡
事
故
：
4
件

/4
年

○
死
亡
者
数
：
4
人

/4
年

（
出
典
）

死
亡
事
故
率
：
H
23
-2
6イ

タ
ル

ダ
デ
ー
タ

旅
行
速
度
：
H
27

年
度
交
通
量
調
査
結
果

※
旅
行
速
度
は
平
日
7:
00

～
19
:0
0に

お
け
る
旅
行

速
度
の

上
下
値

を
記

載

•鳥
取
県
中
部
地
域
は
、
第
三
次
救
急

医
療
施

設
が
存

在
せ
ず
、
鳥
取
県
西
部
地
域
の
鳥
取
大
学

医
学
部

付
属
病

院
ま
で
、
鳥

取
県

中
部

地
域

の
人

口
の

約
1
.5
割

（
1
6
,8
0
0
人

）
が

6
0
分

以
内

に
到

達
で
き
な
い
状

況
。

•北
条

道
路

等
の

整
備

に
よ
り
第

三
次

救
急

医
療

施
設

へ
の

6
0
分

圏
域

が
拡

大
し
、
鳥

取
県

中
部

地
域

へ
の

カ
バ

ー
率

が
増
加
。
【
図
８
】

H
2
4
年

度
迄

に
開

通

H
2
5
年
度
迄
に
開

通

大
山
周
辺

鳥
取

砂
丘

・
い
な
ば

温
泉

郷
周
辺

八
頭

三
徳
山
三
佛
寺

三
朝
温
泉

白
壁
土
蔵
群
・
赤
瓦

青
山
剛
昌
ふ
る
さ
と
館

コ
ナ
ン
通
り

米
子
・
皆
生
温
泉
周
辺

・
道
路
交

通
を

適
正

に
機

能
分

担
す

る
こ

と
で

安
全

で
円

滑
な

走
行

環
境

を
確

保
。

・
高
速
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
の

形
成

に
よ

る
観

光
周

遊
ル

ー
ト

の
拡

大
及

び
企

業
進

出
の

促
進

で
地
域
の
活
性
化
に
寄
与
。

・
高
次
医

療
施

設
へ

の
ア

ク
セ

ス
向

上
に

よ
り

、
救

急
搬

送
な

ど
医

療
活

動
を

支
援

。

山
陰

自
動

車
道

(北
条

道
路

)

・
起

終
点

：
鳥

取
県

東
伯

郡
湯

梨
浜

町
は

わ
い
長

瀬
～

琴
浦

町
槻

下
・
延

長
等

：
1
3
.5
km

（
第

１
種

第
２
級

、
暫

定
２
車

線
、
設

計
速

度
1
0
0
km

/
ｈ
）

・
全
体
事
業
費
：
約
３
６
４
億

円
（
暫
定

２
車

線
）

・
計

画
交

通
量

：
約

2
3
,5
0
0

～
2
9
,4
0
0
台

/
日

（
暫

定
２
車

線
）

乗
用

車
小

型
貨

物
普
通
貨
物

約
1
2,

40
0台

/日
約
4
,1

00
台
/日

約
1
1,

30
0台

/日

鳥
取
県

岡
山
県

広
島
県

島
根
県

山
口
県

図
１

広
域
図

と
う

は
く

ゆ
り

は
ま
ち
ょ
う

な
が

せ
こ

と
う
ら
ち
ょ
う
つ
き
の
し
た

ほ
う
じ
ょ
う

図
２

事
業

位
置

図

一
般
国
道
９
号

（
山
陰
自
動
車
道
）

北
条
道
路
に
係
る
新
規
事
業
採
択
時
評
価

１
．
事

業
概

要

３
．
整

備
効

果

さ
ん

い
ん

ほ
う
じ
ょ
う ②
観
光
・
企
業
活
動
に
不
可
欠
な
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

①
通

過
交

通
と
生
活

交
通
の
輻
輳

③
医
療
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
地
域
間
格
差
解
消

•通
過

交
通

と
生

活
交

通
が

分
離

さ
れ

、
安

全
で
円

滑
な
走

行
環

境
が

形
成

さ
れ

る
。

効
果
１

道
路
の
適
正
な
機
能
分
担
に
よ
る
安
全
性
の
向
上

［
◎
］

•観
光

周
遊

ル
ー
ト
が

拡
大

し
、
鳥

取
県

中
部

へ
の

観
光

客
数

の
拡

大
が

期
待

さ
れ

る
。

効
果
２

観
光
地
の
活
性
化
・
企
業
進
出
の
促
進
に
寄
与

［
◎
］

効
果
３

救
急
医
療
ア
ク
セ
ス
の
強
化

［
◎
］

図
８

第
3次

救
急

医
療

機
関
60

分
圏

域
図

Ｂ
／

Ｃ
E
I
R
R※

1
総
費
用

総
便
益

3
.
1

(
2
.3

)
1
4
.7

%
(
9
.5

%)
6
4
6億

円
※

2

(
2
83
億
円

※
2
)

1
,
97
5億

円
※

2

(
6
66
億
円

※
2
)

※
1:
EI
RR

：
経
済
的
内
部
収
益
率

※
2:
基
準
年
（
H
28

年
)に

お
け
る
現

在
価

値
記

入
（
現

在
価

値
算

出
の

た
め
の

社
会

的
割
引

率
:4
％

）

■
費
用
便
益
分
析
結
果
（
貨
幣
換
算
可
能
な
効
果
の
み
を
金
銭
化
し
、
費
用
と
比
較
し
た
も
の
）

注
）
上
段
の
値
は
鳥
取
IC
～
米
子
JC
Tを

対
象
と
し
た
場
合
、
下
段
（

）
書
き
の
値
は
事
業
化
区
間
を
対
象
と
し
た
場
合
の
費
用
便
益
分
析
結
果

•当
該
区
間
の
前
後
は
山
陰
道
が
整
備

さ
れ

て
お
り
、
長

距
離
移

動
の
大

型
ト
ラ
ッ
ク
等
通
過
交
通
と
短
距
離

移
動
の

生
活
交

通
の
分

担
が

な
さ
れ

て
い
る
。

図
３

国
道
９
号
を
通
過
す
る
大
型
車

•当
該

区
間

で
は

死
亡

事
故

が
１
件

／
年

の
頻

度
で
発

生
。
死

亡
事

故
率

は
1
.4
9
件

/
億

台
キ
ロ
と
全

国
平

均

（
0
.5
8
件

/
億

台
キ
ロ
）
の

約
3
倍

、
山

陰
道

未
事

業
化

区
間

で
ワ
ー
ス
ト
1
位

で
あ
り
、
道

路
の

機
能

分
担

が
必

要
。
【
図
４
】

•一
方

、
当

該
区

間
の

現
道

で
あ
る
国

道
9
号

は
通

過
交

通
と
生

活
交

通

が
混

在
し
、
大

型
車

混
入

率
が

2
3
％

と
高

く
、
（
中

国
地

整
管

内
国

道
9
号

で
4
位

）
走

行
速

度
の

ば
ら
つ
き
も
大

き
く
な
っ
て
お
り
、
前

後
区

間
に
比

べ
死

亡
事

故
が

多
発

し
て
い
る
。
【
図

３
】

２
．
課

題

•時
間

短
縮

、
定

時
性

確
保

な
ど
に
よ
り
、
新

た
な
企

業
誘

致
の

促
進

と
雇
用

の
確

保
が

期
待

さ
れ
る
。

旅
行
速
度
：
2
4
～
4
0
km

/
h

（
速
度
差
1
6
km

/
h
）

旅
行

速
度

：
3
2
～

7
0
km

/
h

（
速

度
差

3
8
km

/
h
）

旅
行

速
度
：
3
0
～
4
4
km

/
h

（
速

度
差
1
4
km

/
h
）

旅
行

速
度
：
7
2
～
7
5
km

/
h

（
速
度
差
3
km

/
h
）

旅
行
速
度
：
6
6
～
7
1
km

/
h

（
速
度
差
5
km

/
h
）

•鳥
取

県
で
は

、
高

速
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備

に
伴

い
、
観

光
客

や
新

た
な
雇

用
が

増
加

。
鳥

取
県

中
部

に
は

観
光

資
源

や
、
工

業
団

地
が

存
在

す
る
も
、
東

部
・
西

部
と
比

較
し
て
伸

び
悩

ん
で
い
る
。
【
図

５
～

７
】

図
５

鳥
取
県
の
観

光
・
企

業
活

動
の

変
化

（
H
27

/H
18
）

西
倉
吉
工
業
団
地

西
部

推
移

観
光
入
込
客
数

＋
5
％

新
規
雇
用
者
数

＋
2
2
百
人

中
部

推
移

観
光

入
込

客
数

-
4
％

新
規

雇
用

者
数

＋
1
0
百

人
高

速
道

路
を
利

用
し
た
交
流

ル
ー
ト

•鳥
取

県
が

策
定

す
る
観

光
振

興
指

針
で
は

、
「
鳥

取
砂

丘
」
を
牽

引
役

と
し
、
県

内
各

地
へ

の
観

光
客

を
周

遊
さ
せ

る
広

域
観

光
の

推
進

を
目

指
し
て
お
り
、
山

陰
道

の
整

備
が

実
現

に
む
け
大

き
な
支

援
と
な
る
。

東
部

推
移

観
光

入
込

客
数

＋
3
2
％

新
規

雇
用

者
数

＋
2
8
百

人

1.
0

1.
5

2.
0

2.
5

3.
0

3.
5

4.
0

H
18

H
20

H
22

H
24

H
26
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